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3．泥層耕後の砕土を人畜力で行う場合には，特にど

の方法がよいという程のものはない．

4．一度混層を行えば以後数年聞あるいは全く必要が

ない．

5．混層耕と堆肥の施与は生産力向上の上に必須の要

件である．

6．泥層耕によってある程度早魅を回避しうる．
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農作業に優良農機具を効果的に導入して農業の生産技

術を高度化し，農業生産力の増強と労働生産性の向上を

図ることは最新農業の重点課題とされているが，その一

方策として耕転機導入による経営改善対策がある．東北

地域のように稲作偏重農業であり，水田経営規模が大き

く，その大部分が単作田という経営型体において，耕転

機を主体とする機械化がどうしてされ　どうして運営さ

れるべきであろうか．この課題を解決するため水田作機

械化営農試験地が本県に設置され，運営期間の4カ年を

経過して一応終了したが，この試験地の成果は東北地域

棉作経営機械化の一方途を示すものとして重要な意義が

あるので，ここにその運営の経過と成果の概要を申し述

ペて見たいと思う，

1．営農試験地の主要課題とその対策

この試験地の運営方針は駆動型深耕用耕転機を基幹動

力として水田作を可能な範囲で最高度に機械化し，労力

の節減をはかるとともに余剰労力は出来るだけ機械化出

来ない他部門に注入し，特におくれている畑作の集約化

に重点を向けることとした．なお機械化により水稲収量

が減じたのでは意味がないので，減収しないように特別

に注意して括導するとともに，深耕することにより積極

的な増収をもねらって見た．これらの課題と対策を要約

すれば次の通りである．
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以上の課題と対策は年次計画に基づいて導入された

が，個々の技術については中途で変更をよぎなくされた

ものもあったが，概ね計画通り実施されたものと見て良

いと思う．さてこれら技術導入の効果はどのようにあら

われて来たか調べて見よう．

2．営農試験地における技術体系の効果

この営農試験地における技術体系の効果の判定は次の

3点に要約されると思う．

1．労働手段改善の効果

2．耕種技術改善の効果

3．余剰労力の生産化による総合生産の向上

この試験地で取り上げた労働手段の改善対策は前述の

通り，動力耕転機を導入して水田の耕転・代掻作業を単

純化して能率化することと，動力除草機・除草剤を利用

して中耕除草作業の労働を軽減して能率化することの2

項目である．この結果慣行の作業体系と改善の作業体系

との間では，作業行程や能率の点で次表の通りの差異が

耕転代掻整地作業体系とアール当り所要時間

＼＼、作業行程

作業体系別＼＼

中耕除草作業体系とアール当り所要時間

三番除草デ　四番除草

計

；3芸jl；冨冨…：芸

一　番　除　草 二　番　除　草

慣行作業体系

改善作業体系

二丁押人力　3時間

動力除草機　20分

二丁押人力

動力除草機

計

二丁押人力　3時聞

手坂り　　10時間

手取り　　10時間

除草剤撒布　30分

作業別アール当り労働時間の年次別変化

22時間

11時間10分

劇撃　二研F j桝≡　ま韓

アール当り総労働時間

の年次別変化
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あることが認められ．この改善作業体系が経営全圃場

（6ェーカー）に実施された結果，労力節減の効果は莫

大なものがある．

作業別では耕転・代横の時期と中耕除草の時期に顕著

にあらわれているが，アール当り給労働時間も年次的に

減少して来ており，最終年度においては122時間となり

挽械化の効果を如実に示してくれた．この結果春期の作

業構造が大きく変化して来ており，それぞれの作業時期

もはやめられて来て早期栽培を可能にさせた事実は次の

図表であきらかに認められる．また苗代育宙に相当量の

労力が投下され，苗代は保温苗代の外畑苗代も採り入れ

られ，苗代が二本立て，三本立てとなったので田植期の

労働配分が合理化される結果となった．畜力は運搬作業

以外利用することがなくなったので，役牛は乳牛あるい

は肥育牛に転換されて来ている．雇傭労力は田植と稲刈

に拓時に雇傭するが，それ以外はほとんど家族労働で間

に合わされており，年雇も節減された．これらはすべて

労働手段改善の効果である．次に耕種技術改善の効果で

あるが，施肥技術の改善と深耕は年次的アー′レ当り収量

の増加となってあらわれて来ている．これはもちろん深

耕の効果だけによるものではないが，機械化により労働
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担当長家の年次別収量の変化

配分が改善されて，保温苗代や畑苗代による健苗の育成

がされ早植された等の総合結果であるが，耕転機導入に

よりこのような技術的処置が可能となった事実は見逃す

ことの出来ない耕種改善の効果と思われる．

さて余剰労力が経営内部でどのように生かされている

かを考察して見ると，一部は育苗技術改善に向けられた

ことは前述の通りであるが，一部は畑作改善に向けられ

て園芸作物の促成化が進み，また「般畑作物の適期適作

業が実施されるようになって来たが，その外に換金読菜

の作付面積の増加が特に目立って来ている．以上の効果

は担当農家それぞれの経営内容に応じて適正に生かされ

て来ており，それぞれの経営改善をなしとげている．

3．技術体系の適応範囲

最後にこの営農試験地で実施された技術体系の適応範

囲を考察して見たい．この試験地ではこの技術体系があ

やまりのない改善方向であったことはこの試験で立証さ

れたが．動力耕転機を導入する場合その目的には経営塾

体によっていろいろの場合があるので，すべてこの技術

体系を適応させることは出来ない．この試験地は水田単

作で経営規模が比較的大きく，経営内容が単純で主とし

て労力対策として耕転機を導入された場合のもので，こ

のような地帯においてはこの結果は充分適応するものと

思う．


